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ABSTRACT:

Thepurposeofthisstudywastoinvestigatetheeffectsofsupportsurfacemattressesofdifferentbed-

backrestliftinganglesoninterfacepressuresaroundsacralregions.Tenhealthypeople(averageage21

±2･4,4males)participatedinthisstudy.Theinterfacepressurearoundsacralregionwasmeasuredin

fourtypesofmattresseswith0,30,45and70degreesofbed-backrestliftinganglerespectively:a

standardmattress,anirisurethan emattress,anairmattress,andamaxifloatmattress.Theaveragesof

interfacepressures,maximum interfacepressuresandareasupportingsurfacesweremeasuredbythe

useofapressure-sensitivesheet.Thoseaverageswith thedifferentbed-backrestliftinganglesandthe

fourtypesofmattresseswerestatisticallyexaminedbyANOVA.Thethreetypesofsupportsurface

mattresseswerecomparedwiththestandardmattress.Theaveragevaluesofinterfacepressuresof

supportingsurfaceweresignificantlylowerthanthoseofthestandardmattress(p<0.05),andalsothe
areaofsupportingsurfaceofsupportsurfacemattressesweresignificantlywiderthanthoseofthe

standardmattress(p<0.05).Maximum interfacepressureswereapproximatelOOmmHginallofthe
mattresseswithbed-backrest45and70degreesup.Theresultsshow thatthevalueofinterface

pressureincreasesasthedegreeofheaduprisesinallofthemattresses.Thissuggeststhatinterface

pressureshouldbeconsideredwhilethebed-backrestisli触dup.
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(44) ギヤツジアップ角度と体圧分散との関係

1.はじめに

寝たきり防止の-対策として,ベッドの背を

上げ半座位をとることが多い｡しかし,自力体

位変換能力の低いケースにギヤツジアップ座位

をとらせると,仙骨部周辺への体圧集中が生じ

易くなると考えられる｡体圧の一部集中は得創

よる裾創発生を予防するため体圧分散寝具は広

く使用 されているが,マ ットレスの使用に

ギヤツジアップ座位時の配慮はほとんどされて

いないように思われる｡そこで我々は,体圧分

散効果があると報告2.されている各種マットレ

スで,ギヤツジアップ角度と体圧分散の関係を

知るため,仙骨部周辺の体圧分布について検討

したので報告する｡

図1 使用マットレスと体圧測定場面

左上 :標準マットレス 右上 :アイリス

左中 :エアマットレス 右中 :マキシ-フローマットレス

下 :体圧測定場面
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2.対象および方法

対象は健康成人10名で,性別は男性4名,女

性6名,平均年齢は21±2.4歳であった｡研究

に際しては,被検者に研究の目的と方法を説明

し,了解を得た上で実施した｡

体圧分布測定機器 には,FSA (Force

sensingA汀ay)ver3,1(タカノ株)を使用した｡

本機器はシー ト用センサーマット (縦1860mm

x横720mm)と,データ変換用インターフェイ

スボックス,パソコンから構成されている｡

シー ト用センサーマットには,体圧感知セン

サー (縦32列×横32列,総センサー数1024個,

中心間隔 :縦56mm横20mm)が取 り付けられ

ており, OmmHgから100m Hgまでの体圧値

測定が可能である｡使用したマットレスは標準

マットレス,上敷ウレタンマットレスのアイリ

ス,上敷エアマットレスのエアドクター,交換

用ウレタンマットレスのマキシ-フローマット

レス (以下,マキシ-とする)である｡各種

マットレスの設置手順は,ベッド上に標準マッ

トレスを敷き,その上に上敷用のアイリスまた

はエアマットレスを設置した｡交換用のマキ

シ-は標準マットレスを敷かずに直接ベッド上

に敷いた｡そして,各種マットレスの上にシー

ト用センサーマットを設置した｡標準マットレ

スの測定では,直接標準マットレス上にシート

用センサーマットを敷いた｡そして,各マット

レス上のシート用センサーマットに,被験者の

上肢を体側に置き背臥位をとらせた｡また,被

検者の服装は,服の雛が体圧値に影響しないよ

うに,半袖シャツと半ズボンとした｡体圧分布

の測定はベ ッドのギヤツジアップ角度を0

皮,30度,45度,70度の順で,マットレスは標

準マットレス,アイリス,エアマットレス,マ

キシ-の順で実施した (図1)｡

体圧分布の測定項目は平均体圧値,最高体圧

値と体圧感知センサー数である｡体圧感知セン

サー数は,身体とシート用センサーマットが接

触している部分で体圧を感知している総セン

サー数をいい,この数を身体とシー ト用セン

サーマットとの接触面積,すなわち体重支持面

積の指標とした｡平均体圧値と最高体圧値は低

いほど,体圧感知センサー数は多いほど体重支

持面積が広くなり体圧分散が良好であることを

示す｡仙骨部周辺の体圧分布は,全身の体圧分

布図より,両大転子最大突出部,腸骨稜の高さ

と両膝商都のラインで囲まれた部分を処理した

(図2)｡各体圧分布の測定は,先行研究3､に

従い体圧値が安定した2分以内の測定値を採用

した｡マットレス間とギヤツジアップ角度間の

比較には一元配置分散分析を行い,有意水準を

5%未満 とした｡有意差 を認めたものには
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図2 体圧分布図

右側が頭部,色が濃いほど体圧値が高いことを示す

両側大転子最大突出部,腸骨稜,膝寓で囲んだ内側部を仙骨部周辺の体

圧分布範囲とした
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表 1 平均体圧値の比較

標 準 アイリス エ ア マキシ-

0度 41.0±6.5 22.6±4.3‡* 25.8± 4.4‡*24.8±2.8‡*#
30度 40.0±4.3 23.1±2.6‡* 25.0±2.5‡* 24.4±2.4‡*#
45度 40.6±5.8 25.8±23‡*28.5±3.0‡* 30.1±2.9‡*
70度 44.7±4.3 34.0±4.5‡ 353±4.2‡ 36.2±3.8‡
平均値±sD,単位 :mmHg pく0･05
‡:標準マットレスとの比較 (マットレス間の比較)*:70度との比較 #:45度との比較 (ギヤツジアップ角度間の比較)

一々 一一標準-亡トーアイリスIiL エアー･×｣マキシ-

PHuJuJ)撃TJ黄昏計 0度 30度 45度 70度
ギャッジアップ角度

図3 ギャッジアップ角度に伴う平均体圧値の増加傾向

表2 最高体圧値の比較

標 準 アイリス エ ア マキシ-

0度 100.0±0.0 78.8±19,2‡*# 84.9±17.0*75.4±13.8‡*#
30度 100.0±0.0 82.6±13.2‡* 87.3± 8.8 77.5±13.4‡*#
45度 100.0±0.0 97.2±7.8 98.2± 5.4 93.9±12.1

70度 100.0±0.0 100.0±0.0 99.5±1.5 100.0±0.0
平均値±sD,単位 :mmHg pく0.05
千:標準マットレスとの比較 (マットレス間の比較)
*:70度との比較 #:45度との比較 (ギヤツジアップ角度間の比較)

-･.〇一標準.+ アイリス一也一･エアーうト マキシー

(BHuJu,
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図4 ギャッジアップ角度に伴う最高体圧値の増加傾向
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scheffe検定を用い,危険率 50/Oをもって有意

水準とした｡

3.結 果

1)平均体圧値の比較 (表 1)

マットレス間の比較では,全ての体圧分散寝

具が標準マットレスに比べ全角度で有意に平均

体圧値が低いことを認めた (p<0.05)｡

ギヤツジアップ角度間の比較では,全ての体

圧分散寝具でギヤツジアップ角度70度に比べ0

痩,30度,45度で有意に平均体圧値が低いこと

を確認 した (p<0.05)｡マキシ-ではギヤツ

ジアップ角度45度に比べ30度,0度で有意に平
均体圧値が低いことを認めた (P<0.05)｡全

マットレスに共通し,ギヤツジアップ角度の増

大に伴い平均体圧値の増加傾向が示された (図

3)0

2)最高体圧値の比較 (表2)

マットレス間の比較では,アイリス,マキ

シ-のギヤツジアップ角度0度と30度において

標準マットレスに比べ有意に最高体圧値が低い

ことを確認した (p<0.05)0

ギヤツジアップ角度間の比較では,70度に比

べ全体庄分散寝具の0度と,アイリスおよびマ

キシ-の30度で最高体圧値が有意に低 くいこと

を認めた (P<0.05)｡また,ギャッジアップ

角度45度に比べマキシ-の0度と30度が有意

に低いことを確認 した (P<0.05)｡全体庄分

散寝具で,ギヤツジアップ角度の増大に伴い最

高体圧値の増加傾向が示され,ギヤツジアップ

角度が45度,70度ではほぼ100mmHgになるこ

とが示された (図4)｡

3)体重支持面積の比較 (表3)

マットレス間の比較では,マキシ-の0度で

標準マットレスに比べ体重支持面積 (体圧感知

センサ一致)が有意に広 くなり,全体庄分散寝

具の30度,45度と70度では標準マットレスに比

べ体重支持面積が有意に広くなることを認めた

(P<0.05)｡また,エアマットレスに比べア

イリスとマキシ-の30度,45度,70度が有意に

表3 体重支持面積の比較

標 準 アイリス エ ア マキシ-

0度 59.1±9.0*
30度 66.2±9.5*
45度 68.3±6,9*
70度 81.8±5.5

107.2±ll.1*# 108.8±58.4 127.7±70.3‡

116.4±12.2‡†* 88.9±9.4‡ 120.8±10.7‡T
123.3±9.3‡† 98.1±11.6‡ 126.8±13.7‡†
132.5±10.6‡† 106.6±15.9‡ 132.0±16.5‡†

平均値±sD,単位:体圧感知センサー数 (個) pく0.05
千:標準マットレスとの比較 †:エアマットレスとの比較 (マットレス問の比較)

*:70度との比較 #:45度との比較 (ギヤツジアップ角度間の比較)

-くト･標準 + アイリス 一七｢.エア ー･×｣マキシー

(璽･点-4八や居磯
)

世恒故桝糾せ 0度 30度 45度 70度
ギヤツジアップ角度

図5 ギャッジアップ角度に伴う体重支持面積の増加傾向

-147-

Akita University



(48) ギヤツジアップ角度と体圧分散との関係

広い支持面積であることを確認 した (P<
0.05)0

ギヤツジアップ角度間の比較では,ギヤツジ

アップ角度70度に比べ,標準マットレスの0

痩,30度,45度で有意に支持面積が狭いことを

認めた (p<0.05)｡アイリスの0度と30度で

は70度より有意に狭く,さらに0度では45度よ

りも有意に狭いことを確認した (p<0.05)0

全マットレスに共通し,ギヤツジアップ角度の

増大に伴い体重支持面積の増加傾向が示された

(図5)0

4.考 察

今回の結果から,体圧分散寝具はギヤツジ

アップ角度の増大に伴い,仙骨部周辺の体重支

持面積を広げ,平均体圧値を低く保つことが確

認できた｡アイリス,エアマットレス,マキ

シ-は標準マットレスに比べ平均体圧値が低く,

体重支持面積も広かったことから,標準マット

レスより効果的に体圧を分散していることが認

められた｡しかし,ギヤツジアップ角度間の平

均体圧値の比較では,全体圧分散寝具に共通し

ギヤツジアップ角度70度の値が,0度,30度,
45度の値に比べ有意に高くなっていた｡また,

最高体圧値はギヤツジアップ角度45度で,ほぼ

100mmHgに達していた｡これらから,体圧分

散寝具でもギヤツジアップ角度が増すことで,

仙骨部周辺の体圧集中の危険性が高くなること

が示唆され,臥床時の体圧分散効果だけでなく,

ギヤツジアップ時の体圧分散も考慮する必要性

があることが示された｡

ギヤツジアップ角度が30度以上になるとエア

マットレスがアイリス,マキシ一に比べ有意に

体重支持面積が狭くなったことから,特にエア

マットレスは,ギヤツジアップ角度に配慮する

必要があると考えられた｡エアマットレスは

マットレスの内圧調整が重要とされており,内

圧が低すぎると身体が底面に接触する底付き現

象が生じ,逆に内圧が高すぎると体圧分散が効

率良く出来ないことが報告されている4 6｡エ

アマットレスは使用頻度の高い体圧分散寝具の

一つであり,鷹巣市の平成5年から10年の介護

器機器貸出事業で,エアマットレスの貸し出し

が全体の16%を占め,その割合は増加傾向にあ

ると報告されている丁｡今回の研究結果を考え

ると,エアマットレスを使用しているにもかか

わらず,内圧調整が適切に行われていないため,

効果的に袴癒予防ができていないケースもある

と推測される｡このことから,今後はギヤツジ

アップ角度とエアマットレス内圧の関係を検討

する必要性があると考えられた｡

また,エアマットレスは他の体圧分散寝具に

比べ,ギヤツジアップ角度30以上で体重支持面

積が有意に狭くなるにも関わらず,平均体圧値

の比較では有意差を認めていない｡これは,仙

骨部周辺以外での体圧分散が関係しているとも

考えられ,全身の体圧分散効果との関連につい

ても検討する必要がある｡

本研究の限界は,健康成人を対象にしている

ことにある｡高齢者や障害者の長期臥床者は,

廃用性筋萎縮を生じ仙骨部周辺の骨突出が著明

になり,樽癌が発生しやすくなると考えられる｡

また,工藤8 は坐骨部の脂肪量と座圧との関係

について,脂肪量の低い者は座圧値が高くなる

ことを示唆している｡一般的に高齢者は若年者

に比べ,体脂肪量が低下し,加えて長期臥床者

は形態的特徴の他に,栄養状態等により樽創発

生の要因を多く持つと考えられる｡そのことか

ら,今後は高齢者等の長期臥床者のデータを集

積し,体圧分散とギヤツジアップ角度との関係

についてさらに検討を進める必要性があると考

えられた｡
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